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1．はじめに

　日本陸上競技連盟科学委員会の跳躍班は，2018

年にタンペレ（フィンランド）で開催された U20 世

界選手権において男子棒高跳に出場した選手の助走

スピードを測定することができた．この大会では，

スウェーデンの Duplantis 選手が 5.82m の大会新記

録を樹立するなど（同選手は大会後に 6.05m の U20

世界記録を樹立），世界のシニア世代においてもトッ

プレベルに位置する選手のデータを収集すること

ができた．これまでの先行研究において，U20 世代

の世界選手の助走スピードに関する情報は少なく，

2014U20 世界選手権（ユージーン）後に日本陸連科

学委員会が行ったもの（小山ら，2014）があるのみ

である．そこで本報告では，2018U20 世界選手権に

出場した男子棒高跳選手の助走スピードを 2014U20

世界選手権のデータも含めて分析し，U20 日本選手

の助走スピードと比較を行い，U20 世界選手および

U20 日本選手の現状を提示すること目的とする．

2．方法

　2018U20 世界選手権（以下，18U20WC）では，棒

高跳ピット助走路後方のスタンドにレーザー式速度

測定装置 Laveg を設置し，助走スタートからクリア

ランスまでの選手の移動を 100Hz で測定した．測定

は決勝ラウンドのみ行った．なお，ピット上での

キャリブレーションは実施できなかったため，ボッ

クス位置のキャリブレーションは撮影者がボックス

に照準を合わせて測定し，複数回の測定による平均

値を基準として採用した．これらの測定および分析

は，機器を設置したスタンドの高さに相違があるも

のの，2014U20 世界選手権（以下，14U20WC）と同

様であった．

　表 1は 18U20WC の分析対象者を示している．決勝

当日は好天であり，大会記録，自己ベストを跳躍し

た選手も見られた．18U20WC の入賞記録は 5.30m で

あったが，16U20WC（ビドゴシチ）においても 5.30m，

14U20WC では 5.35m が入賞記録であったことから，

5.30m 程度を大会当日に記録できることが入賞ライ

ンのようである．日本選手は 2名出場し，江島選手

が 3 位，尾崎選手が 10 位であった．なお，身長お

表1　2018U20世界選手権における分析対象者
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よび体重はインターネット上で公開されているもの

から引用した．

　また，比較対象としての U20 日本選手のデータは，

2007 年から 2014 年のデータ（小山ら，2014）に加え，

2015 年以降で科学委員会の活動で測定した以下に

示す 8試合を合わせたものである．

・2015 和歌山インターハイ

・2015 U20 日本選手権

・2016 岡山インターハイ

・2016 U20 日本選手権

・2017 山形インターハイ

・2017 U20 日本選手権

・2018 三重インターハイ

・2018 U20 日本選手権

　これらの大会における測定設定は U20WC と同様で

あるが，国内大会ではボックス地点までの距離につ

いて試合前もしくは試合後にキャリブレーションを

行っている．

3．結果および考察

3.1　U20WC における助走スピードと記録の関係

　図 1 は助走スピードの変化の例として，14U20WC

優勝者（Chapelle 選手，5.55m）および 18U20WC 優

勝者（Duplantis 選手，5.82m）の助走スピードを

示している．なお，0m 地点はボックス位置を示し

ている．

　助走スピードは踏切前に最高スピードを迎える

が，記録のより高かった Duplantis 選手の方がス

ピードは大きかったことがわかる．Duplantis 選

手は 18U20WC で 5.82m の大会記録を樹立したが，

その他の成功試技（5.50m および 5.60m）を見て

も，14U20WC および 18U20WC の入賞選手（小山ら，

2014）や 2004 から 2018 までの U20 日本トップ選手

（小山ら，2014 および表 3）と比較して最も助走ス

ピードが高い選手であった．

　図 2は 14U20WC および 18U20WC 入賞選手の助走最

高スピードと跳躍高の関係を，表 2は 18U20WC の各

表 2  2018U20 世界選手権棒高跳の各選手の最高ス

ピード，最高スピード出現地点，助走距離お

よび歩数

図 1  2014 および 2018U20 世界選手権男子棒高跳

優勝者の助走スピードの変化の例

図 2  2014 および 2018U20 世界選手権における助

走最高スピードと跳躍高の関係
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走最高スピードと跳躍高の間には有意な正の相関関

係が見られ（r=0.567，p<0.001），跳躍高が高いほ

ど助走最高スピードは高い傾向が見られた．U20WC

の入賞ラインは 5.30m 程度と述べたが，2007 年

から 2018 年でその入賞ラインに達していたのは，

07IH の笹瀬選手（5.41m，9.54m/s），16U20 日本選

手権の竹川選手（5.30m，9.48m/s），U20WC で入賞

しているが 16IH および 16U20 日本選手権の江島選

手（IH，5.43m，9.35m/s；U20，5.35m，9.21m/s）

の 3選手であるが，いずれの選手の助走スピードも

U20WC の入賞選手と比較しても同程度のものであっ

選手の助走最高スピードとその出現位置，助走距離

および助走歩数（確認できた選手のみ）を示してい

る．なお，分析対象試技は成功試技のみとし，同一

選手の複数試技が含まれている．また，助走距離は

スピードの増加が始まった時点の距離とし，ボック

スと胴体の間の距離を示している．

図 2 からわかるように，14U20WC および 18U20WC

の各試合で見た場合，そして 14U20WC と 18U20WC

の全選手をあわせて見た場合でも助走最高スピー

ドと跳躍高の間には有意な正の相関関係が見ら

れ（14U20WC，r=0.552；18U20WC，r=0.729； 全 選

手，r=0.605，いずれも p<0.001），跳躍高が高い

ほど助走最高スピードが高い傾向にあった．なお，

14U20WC と 18U20WC を同程度の記録水準で比較した

場合，18U20WC の入賞選手の方が助走スピードは高

い傾向にあった．一方，助走最高スピードの出現

地点は跳躍高との間に関係は見られず（14U20WC，

r=0.261；18U20WC，r=0.014；全選手，r=0.052，い

ずれも N.S.），18U20WC の助走最高スピード出現地

点の平均はボックス前 7.2 ± 0.5m，助走距離の平

均値は 39.1 ± 3.4m，助走歩数は 16 または 18 歩で

あった． 

3.2　U20 世界選手と U20 日本選手の比較

　図 3 は U20 世界選手（2014 および 2018 年）と

U20 日本選手（2007 ～ 2018 年）の助走最高スピー

ドと跳躍高の関係を示したもので，表 3 は 2015 年

以降の U20 日本選手の助走最高スピードとその出現

地点，助走距離を示したものである．

図 3 に示したように，U20 日本選手においても助

表 3  2015 年以降の国内主要大会における日本 U20

男子棒高跳選手の最高スピード，出現地点，

助走距離

図 3 U20 世界選手および U20 日本選手における助

走最高スピードと跳躍高の関係



－ 200 －

たと言える．

　表 4 は助走最高スピードを 0.20m/s の幅で 6 グ

ループに分類し，各グループの跳躍高を U20 世界選

手と U20 日本選手で比較したものである．なお，分

析跳躍数の多いグループ II，III および IV につい

ては，跳躍高の差を検定するために対応のない t検

定を行った．グループ II・III・IV を見ると，各グ

ループで助走最高スピードの平均値には世界と日本

で差がないが（II：世界，8.91 ± 0.05m/s，日本，8.90

± 0.05m/s；III：世界，9.13 ± 0.05m/s，日本，9.11

± 0.06m/s；IV：世界，9.30 ± 0.06m/s，日本，9.30

± 0.05m/s），U20 世界選手の方がグループ II で約

28cm，III で約 21cm，IV で約 24cm 高い跳躍高を獲

得していた．以上のことから，U20 世界選手は U20

日本選手に比べて獲得している跳躍高は非常に高い

が，助走スピードは，最高スピードが非常に高い一

部の選手を除いては U20 日本選手と大きな差がない

ことが示され，助走スピードに対して獲得する跳躍

高に非常に大きな差があることが明らかとなった．

4．まとめ

　本報告では，18U20WC 男子棒高跳の入賞選手の

助走スピードを示し，14U20WC のデータ（小山ら，

2014）も含めて U20 日本選手と比較し，U20 日本選

手の現状を明らかにすることを目的とした．

　結果として，① U20 世界選手，U20 日本選手とも

に跳躍高と助走最高スピードには有意な正の相関関

係が見られること，② U20 日本選手の中でもより記

録の高い選手は，U20WC の入賞選手と同程度の助走

スピードであること，③ U20 日本選手は助走最高ス

ピードに対して獲得していた跳躍高が U20 世界選手

に比べて小さい傾向にあることが明らかとなった．

　今回の活動では 14U20WC に引き続いて助走スピー

ドの測定のみで，跳躍動作に関する測定および分析

を行うことができなかった．前回の報告（小山ら，

2014）においても指摘したが，助走最高スピードに

対する跳躍高の獲得の差が大きいことを考えると，

U20 世界選手と U20 日本選手には動作の面で差があ

ることが予想される．今後は，映像分析できる撮影

を活動中に行うとともに，さらに体格を含めた体力

要因の情報も集め，総合的に分析を進めることを通

じて，U20 日本選手の強化育成に必要となる知見を

提供していく必要があるだろう．
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